
コメント

細見和之，'埼山政毅，高橋秀寿(司会）

司会国民国家の謎解きを頭の体操でやるという，

離れわざをやっていただきました。だいぶ時間も押

しております。それで，学外からコメンテーターの

方がいらっしゃっておりますので，まず細見（和之）

さんのほうからお願いします。

細見何をコメントとして話すか，いろいろ思った

のですがこの間，日本とか日本人という問題を考

える際に，ぼくなりに考えていること，こだわって

いる視点がひとつありますので，そのことをお話し

することにしますｃ

ナチのくホロコースト＞を描いた長大なドキュメ

ンタリーに「ショアー」という映画があります。ぼ

くはこの映画の日本語字幕の作成に西成彦さんたち

と関わったのですが，あの映画の後半に，チェコ出

身のユダヤ人たちが脱衣所のなかで，のちにイスラ

エル国歌になる「ハティクバ」（希望）という歌と

チェコの国歌を歌ったという，非常に感動的なエピ

ソードが語られています｡全員殺裁されるのですが，

その直前に脱衣所のなかに歌声が響きわたったわけ

です。これを証言しているのは，殺された人々と同

郷のユダヤ人特務班の人です。

ぼくは，その場面を観ながら，そういう時，自分

ならどうするのだろう，と非常に素朴に思ったわけ

です｡ぼくにはそんな場面で歌う歌があるだろうか。

いや，そもそも一緒に歌う歌などいらない，という

考え方もあるでしょうが。それでも自分ならあれを

歌うかもしれない，そういう歌がぼくにはあるので

す。そう思ったときに，自分にはパトリオテイズム

というものが根強くあるな．とあらためて考えまし

た。

誤解ないように言っておきますと，その歌はけっ

して「君が代」などではありません。ぼくの生まれ

育った故郷の歌です。ですから，この場合の「パト

リオテイズム」もけっして愛国主義のことではあり

ません。愛郷主義とか郷党主義のことです。ぼくは，

自分の故郷の人々が一緒に殺されてゆくとき，みん

ながその歌を歌って死んでゆくという場面なら，あ

る程度リアリテイをもって思い浮かべることができ

るのです。これはそれなりに自分が年を食ったとい

うことかもしれませんが，自分にとっての故郷とい

うものを，最近強く感じるようになったのです。

ぼくは国籍としては日本に属していて，「Ｈ本人」

であるわけですが，少なくとも|E|本人の内部で議論

がなされる際には，自分を一元的な日本人と扱われ

るのに非常に抵抗を感じます。具体的にはぼくは京

都のすぐ裏手にある篠山というところで18歳まで

過ごしてきた人間ですが，最近よく言われる「サバ

ルタンは語れるのか」という議論を借りると，ぼく

の場合は「H1舎者は語れるのか」という言い方にな

ります。田舎者が田舎者として語るのはいったい可

能なことなのか，ということです。一方で，Ｈ|舎者

には都市の言語である標準語が強要される。ぼく自

身いまでは故郷の言葉を自然に話すことはもうでき

ない人間です。また他方で，田舎者には典型的な方

言を語ることが強いられたりします｡テレビ・ドラ

マなどの方言指導なんかにはそういう側面がありま

す。つまり，標準語をきちんと話すか，モデル的な

方言を話すか，そういうどちらかの存在としてしか

田舎者は表象されない，ということがあるのです。

ぼくの故郷の篠山は典型的な城下町でしたが，こ

の四月に市になりました。市になるのには元来は５

万人以上の人口が必要なようです。いろいろ町を合

併したのですが，やっはり４万７．８千人にしかな

りません。そこでぼくの田舎の長老たちが国会議員

のもとに陳情にまわって，何とか「特例措置」とい

うものが作られたそうです。将来迅速に５万人に達

するであろうという地域に関しては，その時点で市

として認めるというものです。篠山市はその特例適
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らためて考えなおしたいと思っています。

日本国籍を有するひとりとして，ぼくはまちがい

なく日本人としての責任を負うわけですが，そこか

らあらためてよい日本を作りましょう，というよう

な議論にすんなりとは参加できません。「日本」自

体が，けっして一枚岩ではないわけで，同じ日本人

じゃないかと「日本人」から同意をもとめられたり

すると，とても抵抗を感じます。すくなくとも明治

以来の「日本」の枠で生きてきた，また生きざるを

えなかった故郷の悲`惨さを考えれば，ぼくとしては

｢日本」自体をまず括弧に入れて，「日本」とはくつ

の共同性の枠組みをぼくなりに考えたくなります。

そんな方向で，自分のなかのパトリオテイズム，愛

郷主義について考えているところです。たとえば

｢サバルタン」について語る場合にも，そういう自

分の視点や立場も組み込めないものか，と思ってい

ます。簡.単ですが。これでぼくのコメントに代えさ

せていただきます。（拍手）

司会どうもありがとうございました。つづいて，

崎山政毅さんにお願いします。

崎山崎山です。実はシンポジウムが始まって，西

川先生の話を少し聞き，そして岡さんの話が始まっ

た直後に，私，京都大学でゼミがありまして，今日

はアルゼンチンからの留学生が最後に発表したいと

いうことで，どうしても行かなくちゃいけないとい

うので，戻ってきましたら，頭の体操をやっていた

というので，果してコメントをやっていいのだろう

かということがあるのですが，図々しくしやくらせ

ていただきます。

サバルタンを巡ってということで，２点ほどです。

１点目は岡さんのお話の中で一番最初に出ました，

トランスレーションを巡っての話です。たぶん今日

ここにいる人間の中で，一番精神的にチンピラなの

は僕だろうということなので，わざわざそれを言お

うと思って，現物を持ってきたのですが，京大に忘

れてまいりました。サバパスタ民族解放軍というメ

キシコの最南部でちよつくらがんばっている人たち

がいるのですが，その副司令官のマルコスが童話を

出したのですね。９５年にメキシコの中で海賊版で

何十万部も売れて，ようやくアメリカ合衆国でスペ

イン語と英語との，形としてはバイリンガルで出さ

応の第１号だそうです。

ぼくが育ったのは篠山城の近くの立町というとこ

ろですが，少し歩きますとかつてのメイン・ストリ

ートである河原町にでます。ぼくは大学は大阪でし

たが，所用で京都にいきますと，やっぱり「河原町」

という大きな通りがある。ぼくは不思議な気持ちが

したものですが，考えてみれば当たり前の話です。

要するに京都をモデルにして作ったのが，ぼくの田

舎の町ですから。河原町があり，やはり祇園祭とそ

っくりの秋の祭りがあったりします。しかし，ぼく

の故郷の人々は実は京都にたいしてさほど憧れをも

っていません。ぼく自身もそうです。ぼく自身祇園

祭にも一度も行ったことがありません。子供のころ

故郷で自分が関わった祭のイメージが強烈で，どう

も本家本元の祇園祭にかえって嘘臭いものを感じる

ようです。

ですから，京都に一番近くて，それでいて京都か

ら一番離れている町，それが篠山だと自分では思っ

ています。そこには，どう見ても京都のミニチュア

としか思えない文化があり，祭りがあって，町名ま

で京都風にしか付けられていない。ひたすら京都の

文化を模倣することをつうじてしか，自分たちの文

化を作り出せなかった。そして，そんな具合にとて

も自分たちの文化と呼べないような模倣文化を縮小

再生産しながら出来上がった文化でありながら，ぼ

くはそこに山ひとつ峠ひとつ隔てただけのところに

存在する京都とは，やはり別種のものを感じるので

す。

他方で，京都への無関心と背中合わせのようにし

て，篠山にはある種の東京志向があるように思いま

す。これは日本のどの地方もそうでしょうが，篠'１１

は明治以来の大日本帝国に決定的に組み込まれてき

ました。そういう大日本帝国で，男性の場合の立身

出世の一番の近道は「立派な軍人」になることでし

たが,篠山も何人かそういう軍人を輩出しています。

そして実際，帝国陸軍を最前線で支えたのは，地方

の百姓出身の「皇軍兵士」たちです。京都の文化を

一生懸命模倣し，東京に憧れ軍人としての立身出世

をもとめ，最終的には大日本帝国の兵士として他国

への侵略に駆り出されていった，それがぼくの田舎

の祖父や曾祖父の姿です。その歴史をぼくなりにあ
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れた，非常に短いお話なのです。ただ英語版が訳さ

れた素になっているスペイン語というのは，チアパ

ス州に生きている先住民たちが使っているスペイン

語を,副司令官マルコス自身がフィルターになって，

書いた童話なのです。

そこに書かれているスペイン語というのは，話し

ている先住民たちにとってみたら＞果して箙-.の言

語なのかというと，おそらくこれは違うわけです。

自分たちの使っている母語を使い，そして又，一緒

に生きている，エスニック・グループとしては違う

かもしれないけれども，やりとりをしている人たち

の言葉を使い，そして何番目かの言葉としてメキシ

コの中央政府との間のやりとりに必要なこととし

て，スペイン語をしゃべっている。いわゆる正しい

スペイン語という観点からいったら，文法的には完

全に正しくないスペイン語なのですが，しかしその

スペイン語というのは，誰かが勝手に頭の中ででっ

ちあげていったものではなくて，非常に長い時間を

かけて，出来あがってきて，それをしゃべり，生き，

あえていえば戦っている人々がいるというスペイン

語です。

これが英語に訳された時に，英語の翻訳者がつけ

たノートというのは，非常にすばらしいものだと僕

自身は思っているのですが，翻訳者はこれをどのよ

うに訳そうかというように考えたというのです。

｢正しくなさ」ということで写しかえるかというこ

とを考えたら,これは出来ないという結論に達した。

そうではなくて，私がちゃんと訳す，それは正しい，

あるいはインテレクチャルが使うような英語という

ものに写そうとした時に，確実に翻訳が不可能であ

ったり，あるいは共約不能ですね。共約不能という

のは，通分して，何か同じものさしで物噸を計って

いくようなことが不可能なという意味ですが，そう

いうずれが今，現在，同じ時間帯とさえもいえない

ような形で，彼ら彼女らと私たち，あるいは僕，あ

なた方が違ってしまうような形で生きている中に確

実にある。このずれこそがこの本を読む時の出発点

ではないだろうかという，短いノートが翻訳者によ

って付されているわけです。この中にサバルタンが

語る，あるいは語ることが出来るのだろうかという

問題を，僕たちは見ていくことができるのではない

かというような感触を僕は持っています。

なぜかというとというのは，これは非常にどでか

い風呂敷を広げてしまいますが，グローバルに動い

ている資本主義というのは，確実におそろしい文化

的な権力として、翻訳という力を持っているからだ

というように思います。違った場所で，違った形で

生きているにもかかわらず，例えば僕の労働に，価

格がつけられ，賃金が与えられると同様に，チアパ

スに生きている人たちに対しても，貨幣というのは

襲いかかってくるわけですね。しかし，それが国際

的につながってしまったら，僕が１日，あるいは数

時間，あるいは数分やっていることの価格がその先

住民たち，あるいはサバルタンの人たちの１日分に

あたったり，へたすると１ヵ月にあたったりしてし

まうかもしれない。それが通分されてしまうような

中に生きている，しかし具体的な一人ひとりがいる

ということに対して，どうやって僕たちは語りかけ

ることが可能なのかという問題と並べて，考えてみ

たいというのが，１点目です。

２点目は出掛ける最中にタクシーを使いました

が，行きがけにラジオを聞いていましたら，ご存じ

の方もいらっしゃると思いますが，1963年の５月

２３日に石川一雄さんが逮捕されることによって，

犯人にでっち上げられた狭111事件の判決がまたも

や，再審，裁判のやり直しを認めないという結果に

なったというニュースがありました。僕は学生時代

に部落解放運動にもかかわったことがありまして，

ずっと注目もしてきたのですが，例えば冤罪という

形で，実際に僕は石川一雄さんが無実の罪をでっち

あげられて，事件が起こってから，もう３６年以上，

彼が犯人であるという決めつけの下でですが，仮釈

放という形で獄から出てきて，数年しかたっていな

い。３０年以上，刑務所の中に入れられていたとい

うことは，もちろん石川さんという一人の人をめぐ

っての話ですが，例えばそういう冤罪事件であった

ら，前に池内靖子さんと一緒にやったジェンダース

タデイーズの関係で書かせてもらった短い文章の'１J

に，僕は甲山事件の山田悦子さんのことを，サバル

タンの問題とも根っこがつながっているのではない

かと書いたことがあるのですが，それはただ物を考

える，あるいは学的に抑えていくということではな
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うことと，自分とのあり方ということを考え直して

みるという行為もつながるのではないかと思いま

す。（拍手）

司会どうもありがとうございました。予定時間を

すでに30分越しておりますのでｊこの辺で打ち切

くて，私たちのこのあり方の中にもあるのだという

ことを，行きがけに感じざるをえなかったわけで

す。

だから何かをやれということでは決してありませ

ん。しかし考えるということがどこかに届くという

ことは，たぶんにサバルタンのことを考えるという

ことと，例えば狭山事件の石川一雄さんの位置とい

らせていただきたいと思います。

－１４０－


